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牡
丹
の
生
産
量
が
日
本
一
を
誇
る
八

束
町
の
八
束
公
民
館
ピ
オ
ニ
ホ
ー
ル
で

４
月
26
日
、「
大
根
島
ぼ
た
ん
祭
・
牡
丹

切
花
品
評
会
（
主
催
・
同
ぼ
た
ん
祭
実
行

委
員
会
・
島
根
県
農
業
協
同
組
合
く
に
び

き
地
区
本
部
）」
が
開
か
れ
、
会
場
を
埋

め
尽
く
し
た
華
麗
な
切
花
が
来
場
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。
27
日
の
切
花
品
評
会
表

彰
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
当
地
区
本
部
の
越
野
浩
昭
本
部
長
が
「
引
き
続
き
、
牡
丹

の
生
産
意
欲
高
揚
と
優
良
品
種
の
生
産
へ
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
日
本
一
の
牡
丹

産
地
で
あ
る
『
大
根
島
牡
丹
』
を
地
元
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
県
内
、
県
外
、
そ
し
て
海
外
へ

魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。
同
品
評
会
は
、牡
丹
の
Ｐ
Ｒ
と
技
術
向
上
を
目
指
し
、

例
年
こ
の
ぼ
た
ん
祭
に
合
わ
せ
開
催
。
会
場
に
は
、
実
生
（
種
か
ら
育
て
た
も
の
）
を
含
む
83

品
種
２
３
８
点
が
出
展
さ
れ
、
選
考
委
員
の
審
査
に
よ
り
、
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
島
根
県

知
事
賞
に
輝
い
た
の
は
、
松
本
悠
太
さ
ん
（
入
江
）
が
出
展
し
た
「
村
松
の
誇
」
で
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
あ
る
中
で
も
、
ウ
ェ
ー
ブ
が
か
か
っ
た
花
び
ら
で
柔

ら
か
な
印
象
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
松
本
さ
ん
は「
昭

和
30
年
代
に
作
ら
れ
た
希
少
な
品
種
が
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

咲
き
、
出
来
栄
え
も
良
か
っ
た
の
で
出
品
し
た
。
評
価
さ

れ
大
変
う
れ
し
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
く
に
び
き
地
区
本
部
長
賞
に
は
門
脇
喜
久
代
さ

ん
（
亀
尻
）
の
「
緑
胡
蝶
」
が
輝
き
ま
し
た
。
門
脇
さ
ん

は
、「
入
賞
し
大
変
驚
い
た
。
亡
く
な
っ
た
夫
か
ら
引
き

継
い
だ
牡
丹
が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い
。
夫
も
喜
ん
で
い

る
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

会
場
の
外
で
は

ス
テ
ー
ジ
で
の
多
彩

な
催
し
や
出
店
が
並

び
、
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

日
本
一
の
牡
丹
の
島
！　
切
花
品
評
会
開
催

松
本
悠
太
さ
ん
の「
村
松
の
誇
」が
県
知
事
賞
に
輝
く

賞　　名 品種名 地　区 氏名(敬称略)

島根県知事賞 村
むらまつ

松の誇
ほこり

入江 松本　悠太

松江市長賞 島
しま

美
び

人
じん

波入 由志園
アグリファーム(株)

島根県農業協同組合
くにびき地区本部長賞 緑

りょっこ

胡蝶
ちょう

亀尻 門脇　喜久代

まつえ北商工会長賞 島
しま

津
づ

紅
くれない

波入 渡部　裕樹

松江観光協会
八束町支部長賞（新品種賞） 初

はつ

　孫
まご

入江 松本　康市

松江大根島牡丹
協議会長賞（新品種賞） 出

い ず も

雲八
や え

重垣
がき

寺津 渡部　博之

島根県知事賞受賞の松本さん
くにびき地区本部長賞受賞の
門脇さん(左)と越野本部長

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く
に
び
き
青
年
連
盟

（
上
山
根
有
史
委
員
長
・
75
名
）
の
盟

友
が
栽
培
し
た
イ
チ
ゴ
「
紅
ほ
っ
ぺ
」

が
４
月
23
日
、
島
根
大
学
教
育
学
部
附

属
義
務
教
育
学
校
前
期
課
程
の
給
食
に

登
場
。
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
た
野
津
喜
洋

盟
友
と
、
神
門
侑
花
盟
友
が
２
年
生
60

人
を
対
象
に
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

同
連
盟
は
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て

「
地
産
地
消
の
教
育
を
進
め
た
い
」
と

い
う
同
校
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
イ
チ

ゴ
の
授
業
が
平
成
23
年
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

当
日
は
、
野
津
盟
友
が
児
童
と
対
面
で
、
ま
た
神
門
盟
友

が
自
身
の
ハ
ウ
ス
か
ら
中
継
で
授
業
を
実
施
。
野
津
盟
友
は

イ
チ
ゴ
栽
培
の
土
づ
く
り
、
苗
の
植
え
付
け
方
法
、
蜂
を
使
っ

て
受
粉
し
実
を
つ
け
る
こ
と
や
、
イ
チ
ゴ
に
つ
く
病
気
や
害

虫
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
神
門
盟
友
は
高
設
栽
培
の
特
徴

を
説
明
。
モ
ニ
タ
ー
に
真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ
が
映
し
だ
さ
れ
る

と
児
童
か
ら
は
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

授
業
を
受
け
た
児
童
は
、

「
イ
チ
ゴ
が
ど
う
や
っ
て
で

き
る
の
か
分
か
っ
て
良
か
っ

た
。
イ
チ
ゴ
に
つ
い
て
も
っ

と
知
り
た
い
と
思
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

給
食
に
出
て
き
た
真
っ
赤
な

イ
チ
ゴ
を
、
嬉
し
そ
う
に
口

い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
り
、
そ

の
お
い
し
さ
に
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

美
味
し
い
イ
チ
ゴ
が
で
き
る
過
程
を
学
ぼ
う
！

青
年
連
盟
の
出
前
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

ぼたん祭ステージイベント

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

イチゴを食べる児童

野津盟友による授業の様子

～くにびき地区本部の取り組み～
地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。

～くにびき地区本部の取り組み～農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り  組んでいます。
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上
意
東
た
け
の
こ
生

産
組
合
（
森
口
和
宣
組

合
長
・
16
名
）
は
４
月

14
日
か
ら
５
月
上
旬
に

か
け
て
、
東
出
雲
町
の

本
谷
中
組
集
会
所
で
た
け
の
こ
の
出
荷
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

粘
土
質
の
赤
土
で
育
っ
た
上
意
東
の
た
け

の
こ
は
、
み
ず
み
ず
し
く
き
め
の
細
や
か
さ
、

柔
ら
か
さ
が
特
徴
。
平
成
30
年
か
ら
愛
知
県

丹
羽
郡
大
口
町
で
守
口
漬
け
を
手
掛
け
る

「
大
和
屋
守
口
漬
総
本
家
」
を
中
心
に
、
県

内
外
へ
出
荷
し
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
出
荷
当
日
は
、
組
合
員
や
Ｊ
Ａ
の
営
農

指
導
員
が
立
ち
会
い
、
集
荷
し
た
６
０
０
ｇ

～
１
・
35
㎏
の
た
け
の
こ
を
箱
に
詰
め
梱
包

し
、
合
わ
せ
て

６
５
５
㎏
を
出

荷
し
ま
し
た
。

　

森
口
組
合
長

は
「
今
年
は
表

年
で
豊
作
を
期

待
し
て
い
ま

す
。
組
合
員
も

高
齢
化
し
て
お

り
ま
す
が
、
元

気
を
出
し
て
出

荷
し
よ
う
と
意

気
込
ん
で
い
ま

す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

田
植
え
シ
ー
ズ
ン
が
本
番
を
迎
え
て
い
ま

す
。
上
大
野
町
で
は
、農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー

ム
お
お
の
未
来
（
玉
木
克
廣
代
表
理
事
組
合

長
・
1
５
５
名
）
が
４
月
19
日
、
令
和
６
年

産
米
の
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

好
天
の
下
、
田
植
え
日
和
と
な
っ
た
こ
の

日
、
同
法
人
の
岩
成
秀
夫
理
事
が
乗
用
田
植

機
で
、「
つ
き
あ
か
り
」
の
苗
を
１
ha
の
圃
場

に
植
え
付
け
ま
し
た
。

　
「
つ
き
あ
か
り
」
は
極
早
生
の
良
食
味
米
品

種
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
品
種
で
、
労
力

分
散
の
た
め
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
作
付
け
計
画
面
積
は
つ
き
あ
か

り
の
他
、コ
シ
ヒ
カ
リ
７
ha
、き
ぬ
む
す
め
３
・

５
ha
、
つ
や
姫
０
・
５
ha
で
、
５
月
末
に
か
け

て
植
え
付
け
を
行
う
予
定
で
す
。

　

岩
成
理
事
は
「
食
べ
て
安
全
・
安
心
な
米

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

く
に
び
き
稲
作
協
議
会
（
宮
廻
彰
夫
会
長
・
84
名
）

は
４
月
10
日
、
松
江
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
で

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
員
や
関
係
者
な
ど
18
名
（
委
任
状

出
席
66
名
）
が
出
席
。
冒
頭
、
宮
廻
会
長
は
「
農

業
情
勢
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
令
和
６
年
産
米
が
良
質
で
多
収
、
そ
し
て

高
く
売
れ
る
よ
う
、
希
望
と
期
待
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
来

賓
と
し
て
出
席
し
た
島
根
県
東
部
農
林
水
産
振
興

セ
ン
タ
ー
の
森
廣
聡
課
長
が
「
栽
培
管
理
の
徹
底

を
図
る
な
ど
、
反
収
や
品
質
が
向
上
す
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
も
皆
さ
ま
が
健
康
で
農

作
業
に
取
り
組
ま
れ
、
秋
に
は
良
い
作
柄
と
な
る

よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
祝
辞
。
さ
ら
に
当

地
区
本
部
の
新
宮
紀
彦
営
農
経
済
部
長
が
「
皆
さ

ま
に
は
、
良
質
米
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

ま
た
一
袋
で
も
多
く
Ｊ
Ａ
へ
出
荷
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
宮
廻
会
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
令
和
５
年
度
の
事
業
報
告

と
決
算
報
告
や
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
な
ど
全
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
役
員
改
選
が

あ
り
、
新
た
に
、
委
員
の
前
田
保

典
さ
ん
が
副
会
長
に
、
上
山
根
有

史
さ
ん
が
委
員
に
、
田
中
鈴
夫
さ

ん
が
監
事
に
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
松
江
市
産

業
経
済
部
農
林
基
盤
整
備
課
の
高

見
浩
史
課
長
補
佐
を
講
師
に
招
き
、

有
害
鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

挨拶をする宮廻会長

柔
ら
か
く
味
の
あ
る

た
け
の
こ
を
お
届
け
！

県
内
外
へ
出
荷

田
植
え
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
お
お
の
未
来

「
稲
作
の
安
定
経
営
」と「
良
質
米
生
産
」に
取
り
組
み
！

く
に
び
き
稲
作
協
議
会
通
常
総
会

上意東たけのこ初出荷

令和６年産米の田植えがスタート

く
に
び
き
稲
作
協
議
会
新
役
員
（
敬
称
略
）

 【
会　

長
】
宮
廻　

彰
夫
（
再
任
）

 【
副
会
長
】
野
津　
　

毅
（
再
任
）

 【
副
会
長
】
前
田　

保
典
（
新
任
）

 【
委　

員
】
吉
岡　

雅
裕
（
再
任
）

 【
委　

員
】
槇
原　
　

篤
（
再
任
）

 【
委　

員
】
小
豆
澤
正
美
（
再
任
）

 【
委　

員
】
上
山
根
有
史
（
新
任
）

 【
監　

事
】
和
泉　

陽
介
（
再
任
）

 【
監　

事
】
田
中　

鈴
夫
（
新
任
）

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り  組んでいます。
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く
に
び
き
女
性
部（
諏
訪
智
子
部
長
・

７
１
０
名
）
は
４
月
22
日
、
第
29
回
通
常
総
会
を
営

農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
女
性
部
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約

１
２
０
人
が
出
席
。
冒
頭
、
諏
訪
部
長
は
「
令
和
５

年
度
は
、『
で
き
る
こ
と
か
ら
』
を
合
言
葉
に
、
基

本
的
な
感
染
症
対
策
を
継
続
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
の

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
も
皆
さ
ま
の
さ
ら

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」と
挨
拶
。

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
く
に
び
き
地
区
本

部
の
越
野
浩
昭
本
部
長
は
「
女
性
部
活
動
を
通
じ
た

つ
な
が
り
が
、
食
と
農
・
地
域
の
活
性
化
や
Ｊ
Ａ
運
営
に
も
お
力
添
え
を
い

た
だ
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
当
地
区
本
部
も
全
力
で
支
え
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
風
を
吹
か
せ
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
活
動
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
や
令
和
６
年
度

の
活
動
計
画
な
ど
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
は
Ｊ
Ａ
女
性

組
織
３
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
。「
Ｊ
Ａ
女
性　

想
い
を
ひ
と
つ
に　

か
な

え
よ
う

」
を
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
食
と
農
・
地
産
地
消
運
動
の
促

進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
後
記
念
事
業
と
し
て
、
～
J
o
y
f
u
l
♪
j
o
y
f
u
l
～
に
よ

る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
を
鑑
賞
。
ソ
プ
ラ
ノ
歌
唱
や

ピ
ア
ノ
の
連
弾
、
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
に
よ
る
演
奏
で
懐
か
し

い
音
楽
を
聴
き
ま
し
た
。
ま

た
、（
一
社
）
家
の
光
協
会
の

稲
村
沙
織
さ
ん
を
講
師
に
、
家

の
光
記
事
活
用
研
修
と
し
て

「
椅
子
フ
ラ
」
を
参
加
者
全
員

で
行
い
ま
し
た
。
会
場
は
、
楽

し
く
活
気
あ
る
空
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

く
に
び
き
女

性
部
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
部

会
（
池
田
琴
恵

会
長
・
21
名
）
は
４
月
27
日
、
第
３

回
通
常
総
会
を
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
冒
頭
、
池
田
会
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
設
立
だ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま

で
は
活
動
制
限
が
あ
る
中
で
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
は
少
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
は

『
知
り
た
い
・
学
び
た
い
・
や
っ
て
み
た
い
』
と
い
う
気
持
ち
が

満
足
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
続

い
て
令
和
５
年
度
の
活
動
報
告
や
収
支
決
算
、
令
和
６
年
度
活

動
計
画
な
ど
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
記
念
事
業
と
し

て
、今
回
は
特
別
に
、の
つ
農
園
（
福

富
町
）
で
イ
チ
ゴ
狩
り
体
験
を
行
い
、

参
加
者
し
た
部
員
で
真
っ
赤
に
色

づ
い
た
い
ち
ご
を
楽
し
く
収
穫
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
、「
甘
く
て
美
味

し
い
イ
チ
ゴ
を
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ

て
嬉
し
い
。

令
和
６
年
度

の
活
動
も
ぜ

ひ
参
加
し
た

い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い

ま
し
た
。

「
Ｊ
Ａ
女
性　
想
い
を
ひ
と
つ
に　
か
な
え
よ
う　
」

く
に
び
き
女
性
部　
総
会
開
催

く
に
び
き
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会  

総
会
開
催

今
が
旬
の
イ
チ
ゴ
を
楽
し
む

～くにびき地区本部の取り組み～組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭挨拶をする池田会長

総会の様子

イチゴ狩りの様子

挨拶をする諏訪部長祝辞を述べる越野本部長

演奏する～Joyful♪joyful～の皆さん

参加者全員で椅子フラを体験 総会の様子
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一般的な
健診（国保）

21項目

農業者・女性部
健診（Ａコース）

29項目
充実お得 最大17,850円OFF

（差額はJA・厚生連助成）

好評 毎年700人以上が受診
（リピーター多数）

さらに
受診特典

JAおさいふカード70P付与

女性部健診のご案内女性部健診のご案内

日程・会場

受診料金

定員
オプション検査

ヘリコバクター・ピロリ抗体検査 2,000 円（税込）
腹部エコー検査  3,500 円（税込）
頸動脈エコー検査  3,500 円（税込）
前眼部ＯＣＴ検査（眼科） 3,500 円（税込）
※受診料金とは別に、料金がかかります。

Ａコース 6,000円（税込）（通常23,850円）
（胸部ＣＴあり）

Ｂコース 3,500円（税込）（通常17,850円）
（胸部ＣＴなし）

9月10日（火）JAしまねくにびき地区本部 90名

組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

目的別グループ活動目的別グループ活動ののお知らせお知らせＪＡしまねくにびき女性部 5/31（金）
申込締切

開催日時 内　　容 参加費 募集人数

文
化
歴
史
・
趣
味
グ
ル
ー
プ

1 6月13日
（木）

＜国指定史跡散策～山陰のあじさい寺「月照寺」拝観とお茶席＞
◇�内容：「山陰のあじさい寺」として有名な月照寺の庭園散策と書院でお抹茶をいただいた後、「京らぎ」
でお食事を楽しみます。

3,000円 30名

2 9月中旬
日程未定

＜社会見学会～NHK松江放送局見学会と湖畔のレストランでランチ＞
◇�内容：新放送会館でスタジオ見学をした後、宍道湖を一望できる島根県立美術館内のレストランでラ
ンチを楽しみます。

2,500円 20名

3 12月10日
（火）

＜手芸～正月飾りを手づくりしよう！＞
◇内容：新しい年の幕開けに正月飾りを作ってみましょう。
◇講師：ＪＡしまねくにびき女性部員　◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部San・san館

1,000円 20名

営
農
加
工
グ
ル
ー
プ

4 7月19日
（金）

＜麹を使った万能調味料を作ろう！＞
◇内容：免疫力を向上させる麹を使った調味料を作ります。
◇講師：飯塚生美子氏（家の光講師）　◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部San・san館

1,000円 30名

5 11月7日
（木）

＜手づくりこんにゃくを作ろう！＞
◇内容：こんにゃく芋を使って手づくりこんにゃくを作ります。
◇講師：JAしまねくにびき女性部役員　◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部San・san館

1,000円
各回
20名

（全2回）

6
令和7年
2月6日
（木）

＜無添加の手づくり味噌を作ろう！＞
◇内容：地元大豆を使った無添加の手づくり味噌を作ります。
◇講師：JAしまねくにびき女性部役員　◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部San・san館

1,700円
各回
15名

（全3回）

健
康
グ
ル
ー
プ

7 8月20日
（火）

＜マンモ乳がん検診＞
◇内容：検診に加え、触診モデルを用いた自己検診指導も行います。（対象40歳以上）
◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部San・san館駐車場　◇JA島根厚生連職員
※１　松江市の助成が適用される場合【40歳～49歳：1,100円、50歳以上：800円】
　　　松江市から届くハガキをお持ちください。

2,000円
※1 45名

8 9月10日
（火）

＜女性部健康診断＞
◇内容：健診27項目が特別な料金で受診出来ます。�Ａコース（胸部ＣＴあり）：6,000円（通常23,850円）
���������　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂコース（胸部ＣＴなし）：3,500円（通常17,850円）
◇場所：くにびき地区本部営農総合センター　◇JA島根厚生連職員

Ａ
6,000円
Ｂ

3,500円

90名

9 11月20日
（水）

＜認知症サポーター養成講座＞
◇�内容：認知症について正しく理解し、地域で認知症の人やその家族を温かく見守り、自分のできる範
囲で手助けする講座です。　◇講師：松江市職員　◇場所：くにびき地区本部営農総合センター

無　料 50名

10
令和7年
1月15日
（水）

＜椅子ヨガ講座＞
◇内容：椅子に座ったまま無理なく体を動かす初心者向けのヨガ講座です。脳と体の緊張をほぐしましょう。
◇講師：田邊千恵氏　◇場所：くにびき地区本部営農総合センター

1,000円 30名

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

くにびき地区本部 企画総務部ふれあい課 TEL:55-3018女性部健診、目的別グループ活動、
女性部に関するお問い合わせは

※内容、参加費については、変更する場合があります。※募集人数を超えた場合は抽選とさせていただきますのでご了承ください。
※�活動に参加される方は、くにびき女性部に加入して頂く必要があります。JAしまねの組合員で松江市在住の女性は、どなたでもくにびき
女性部にご加入いただけます。
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細
ほそがい

貝　洋
ようへい

平

支
店
次
長
（
渉
外
）

吉
きっ

川
かわ

芙
ふ

由
ゆ

公
き

川
津

持
田
・
川
津
地
区
担
当

石
いし

橋
ばし

　梨
り

紗
さ

川
津

朝
酌
・
川
津
地
区
担
当

奥
おく

原
はら

　裕
ひろ

之
ゆき

島
根

島
根
地
区
担
当

松
まつ

林
ばやし

　龍
たつ

己
き

八
束

八
束
地
区
担
当

高
たかはし

橋　りこ

川
津

本
庄
地
区
担
当

青
あお

砥
と

　伸
しん

吾
ご

支
店
次
長
（
渉
外
）

藤
ふじ

原
はら

　真
ま

優
ゆ

津
田

津
田
地
区
担
当

山
やま

下
した

　雄
ゆう

剛
ごう

東
出
雲

揖
屋
地
区
担
当

濵
はまむら

村　大
たい

雅
が

東
出
雲

意
東
地
区
担
当

松
まつ

本
もと

　郁
ふみ

奈
な

東
出
雲

出
雲
郷
地
区
担
当

寺
てらもと

本　雅
まさ

史
し

津
田

竹
矢
地
区
担
当

寺
てら

本
もと

　篤
あつ

史
し

津
田

津
田
・
大
庭
地
区
担
当

來
き

海
まち

　　歩
あゆむ

川
津

川
津
地
区
担
当

飯
いい

塚
つか

　脩
しゅう

斗
と

美
保
関

美
保
関
地
区
担
当

前
まえ

田
だ

　みな

八
雲

八
雲
地
区
担
当

松江南ブロック 津田・東出雲・八雲

松江東ブロック 川津・島根・美保関・八束

あなたの地域のライフアドバイザーが伺います。

「「感謝感謝」」の気持ちを込めての気持ちを込めて
地域の絆をつなぐしあわせネットワーク

 
JA共済くにびき地区本 部ライフアドバイザー

2 0 2 4

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭～くにびき地区本部の取り組み～

地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。

(左から)根本校長、松岡さん、松本さん、越野本部長

く
に
び
き
地
区
本
部
は
、
Ｊ
Ａ

共
済
の
交
通
安
全
活
動
の
一
環
と
し

て
、
通
学
時
な
ど
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
管

内
各
中
学
校
の
１
年
生
に
、
自
転
車

用
夜
光
反
射
テ
ー
プ
１
，
５
３
６
個

と
反
射
タ
ス
キ
７
２
６
個
を
贈
り
ま
し
た
。

４
月
15
日
に
は
、
当
地
区
本
部
の
越
野
浩

昭
本
部
長
が
松
江
市
立
第
二
中
学
校
を
訪
れ
、

「
こ
れ
か
ら
は
、
自
転
車
通
学
や
部
活
で
帰
る

時
間
が
遅
く
な
る
と
、
登
下
校
の
時
に
危
険

が
高
ま
っ
て
く
る
。
反
射
材
を
つ
け
て
安
全
・

安
心
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
根
本
登
三
男
校

長
に
反
射
テ
ー
プ
２
８
０
個
の
趣
意
書
と
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

根
本
校
長
は
「
大
き
な
事
故
は
起
き
て
い

な
い
が
、
小
さ
な
事
故
は
毎
年
起
き
て
お
り

心
を
痛
め
て
い
る
。
交
通
量
の
多
い
道
路
も

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
い
た
だ
い
た
反
射
材

を
つ
け
て
夜
の
安
全
を
確
保
し
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
新
１
年
生
の
松
本
翔
さ
ん
と
松

岡
憩い
こ
い

さ
ん
は
「
部
活
な
ど
で
下
校
時
間
が
遅

く
な
る
と
、
暗
い
中

自
転
車
に
乗
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
反
射

材
を
つ
け
て
交
通
安

全
に
努
め
た
い
」「
小

さ
い
事
故
も
危
険
な

の
で
、
反
射
材
を
大

切
に
使
っ
て
少
し
で

も
事
故
を
な
く
し
て

い
き
た
い
」
と
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
反
射
材
贈
呈

第
二
中
学
校
な
ど
管
内
中
学
校
へ
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松
まつ

尾
お

　康
こう

太
た

支
店
次
長
（
渉
外
）

石
いし

原
はら

　敬
たか

之
ゆき

法
吉

法
吉
地
区
担
当

佐
さ

伯
えき

　崇
たか

人
ひと

乃
木

上
乃
木
・
古
志
原
・
西
忌
部
地
区
担
当

廣
ひ ろ え

江　光
みつとし

俊

支
店
次
長
（
渉
外
）

伊
い

藤
とう

　大
だい

輝
き

古
江

古
江
地
区
担
当

藤
ふじはら

原由
ゆ か り

香里

玉
湯

玉
湯
地
区
担
当

松
まつ

尾
お

紀
き

美
み

子
こ

乃
木

浜
乃
木
・
乃
木
福
富
・
乃
白
・
東
忌
部
地
区
担
当

園
その

山
やま

　由
ゆ

香
か

宍
道

宍
道
・
来
待
地
区
担
当

福
ふく

田
だ

　海
み

晴
はる

宍
道

宍
道
・
来
待
地
区
担
当

川
かわ

島
しま

　　奨
しょう

玉
湯

玉
湯
地
区
担
当

伊
い

東
とう

　　梨
りん

鹿
島

鹿
島
地
区
担
当

田
た

邊
なべ

　真
まさ

輝
き

古
江

秋
鹿
地
区
担
当

村
むら

上
かみ

　　凌
りょう

古
江

大
野
地
区
担
当

安
あ

部
べ

　敬
けい

祐
すけ

鹿
島

鹿
島
地
区
担
当

三
み

原
はら

　寛
ひろゆき

之

法
吉

生
馬
地
区
担
当

松江西ブロック 乃木・宍道・玉湯

松江東ブロック 川津・島根・美保関・八束松江北ブロック 法吉・古江・鹿島 

あなたの地域のライフアドバイザーが伺います。

「「感謝感謝」」の気持ちを込めての気持ちを込めて

LA
ライフ
アドバイザー

地域の絆をつなぐしあわせネットワーク

 
JA共済くにびき地区本 部ライフアドバイザー

2 0 2 4

  は駐在支店

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

2/142/14

ね ん き ん 感 謝 デ ーね ん き ん 感 謝 デ ーね ん き ん 感 謝 デ ーね ん き ん 感 謝 デ ー
令和 6 年度は下記の日程で開催します！令和 6 年度は下記の日程で開催します！

6/14 金 10/15 火6/14 10/15
令和7年令和 7年

金
ご来店
お待ちしております！●年金振込専用通帳または年金予約者会員カードをくにびき地区本部

　の支店窓口までお持ちください
●ご来店いただいた方へささやかですが、プレゼントを差し上げます
　※１会員様につき各回１つとさせていただきます

JAしまね くにびき地区本部で年金のお受取り・年金受取予約者のみなさまへ
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6月18日火・19日水6月 ふれあい訪問日

※各相談とも無料で
　お受けしています。66

○くにびき統括支店ローンセンターでは、土曜日 
（10：00～15：00）に休日住宅ローン相談を実施
しています。要予約。

※6月の土曜営業日は15日、29日です。
◆お問い合わせは
　  0120-988-380※事前にご予約をお願いします。予約先：開催会場となる支店

日 曜日 相談会内容 場所・予約先電話番号・時間
4 火 税務相談会 法 吉 支 店(TEL：21-3６90)10：00～12：00
5 水 税務相談会 津 田 支 店(TEL：24-1818)10：00～12：00
6 木 税務相談会 統 括 支 店(TEL：55-3028)10：00～12：00

お問い合わせ  各支店・総務課　ＴＥＬ：0852-55-3000

JAしまね総合ポイントカードでは、
お取引に応じてポイントが貯まります。

組合員に加入に必要なもの
●出資金
　 1,000円以上
　 （１口 1,000円）

●印鑑
●本人確認書類
　（運転免許証等）

葬祭事業の利用割引特典

組合員の方は、祭壇料を10%割引いたします。

さらに「おおぞら」会員ご加入の場合は　最大19%割引

どんどん貯まる！いろいろ使える！おさいふカードどんどん貯まる！いろいろ使える！おさいふカード
組合員に加入できる方

島根県内に在住または勤務する方

会員
募集中

組合員加入促進運動実施中組合員加入促進運動実施中!!!!

～くにびき地区本部の取り組み～
地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
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ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::
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日
㈬
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日
㈬
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日
㈭
日
㈭

ＪＡしまねでは「地域貢献・地域活性化事業支援金」を創設し、地域貢献・地域活性化に取り組むグループ・団体等の多様な取
り組みを表彰・支援し、『地域力』の向上に努めています。下記内容をご確認の上、ご活用していただきますようご案内します。

地域貢献・地域活性化に取り組むグループ・団体の皆さまへ

【申込手順】

【注意事項】

①希望する支援の申請書をＪＡしまねのホームページまたは
　各支店の窓口にて入手ください。
②必要箇所をご記入し、代表者が捺印ください。
③お近くのＪＡしまねくにびき地区本部各支店窓口または
　企画総務部ふれあい課へ持参・郵送にて応募ください。
①申請書を受理後、厳正な審査を行い支援可能か判断します。
②審査終了後、審査結果を通知いたします。

令和６年度募集令和６年度募集中！中！

項　　目 内　　　容
趣　　旨 フードバンク・子ども食堂活動を普及、維持・拡大または開始するための活動資金を支援する。

対象団体
地域住民や JA の組合員が構成員となり、フードバンクや無料または低価格帯で子どもたちに食事を提供するグループ・団体・
非営利法人（特定非営利活動法人に限る）。
※ただし、次の場合を除く。①社会福祉協議会②過去に当該事業の表彰を受賞または過去３年以内に活動の支援を受けたグループ・
団体・非営利法人③当 JA が会員となっているグループ・団体・非営利法人。

支 援 額 活動に要する費用（１団体10万円を限度）
活動期間 令和６年３月～令和７年２月末までに実施する活動を対象とする。
事業予算 26万円

申請・報告用紙 １）申請…【フードバンク・子ども食堂活動支援の部】　２）実施報告…【フードバンク・子ども食堂活動支援の部】
　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支援金振込口座報告書

募集期間 令和６年５月７日（火）～ 10月 31日（木）
※支援金をJA以外の金融機関に振り込む場合は振込手数料を差し引いて振り込みいたします。　※審査の結果、減額または支援できない場合があります。
※当該支援を受けた団体は、表彰の部を申請することはできません。

項　　目 内　　　容
趣　　旨 地域の活性化に繋がる活動を行うグループ・団体等を表彰して功績を称えるとともに、継続的な取り組みを支援する。

対象団体
地域住民や JA の組合員が構成員であるグループ・団体・非営利法人（農事組合法人、特定非営利活動法人に限る）で、活
動歴が５年以上あること。
※ただし、次の場合を除く。①自治会 ②過去に当該事業の表彰を受賞または活動経費の支援を受けたグループ・団体・非営利法人

支援額 １団体あたり10万円
活動期間 特に限定はない。継続的に取り組んでいる活動を対象とする。
募集数 ２団体

申請用紙

申請…【地域活性化活動表彰の部】
留意事項　① 「Ⅱ．過去５年間の取り組み活動」の記入について、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために活動ができ

なかった場合は、その旨を記述ください。
　　　　　② 「Ⅲ．令和５年（度）に取り組んだ具体的内容」の記入について、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

に活動ができなかった場合は、令和４年の内容を記述ください。
募集期間 令和６年５月７日（火）～９月 30日（月）

※当該表彰を受けた団体は、活動支援の部に申請することはできません。

地域活性化団体活動表彰の部

フードバンク・子ども食堂活動支援の部

お問い合わせは  ふれあい課
TEL:0852-55-3018

公式ホームページ ＪＡしまね 検索
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くにびき女性部からくにびき女性部からののおすすめ料理おすすめ料理

今月の
料理人

乃木支部のみなさん（左から）
・和田みる子 さん
・加原　征子 さん
・原　万由美 さん
・石原　晴美 さん

カレーピラフ（４人分）
・米…… 2カップ(200cc用カップ)
・むきえび……………………… 50g
・とり肉………………………… 50g
・マッシュルーム……………… 50g
・レーズン………………… 大さじ2
・スナップエンドウ…………… 適量
・玉ねぎ………………………1/4ケ

・ニンジン………………… 小1/2本
・カレー粉……………………小さじ1
・ケチャップ…………………大さじ1
・塩…………………… 小さじ1/2強
・バター………………………大さじ1
・スープ……………………… 480cc
　(コンソメ固形₁個を溶いたもの)

①米は洗ってザルに上げておく(30分～1時間)
　玉ねぎ、ニンジンはみじん切り、マッシュルームはうす切りにする。
　レーズンはお湯をかけてやわらかくしておく。
②�厚手の鍋またはフライパンにバターを溶かし、とり肉、むきえび、ニンジン、
玉ねぎを炒め、火が通ったらマッシュルームを入れて炒める。

③米を加えて、透き通るまでよく炒め、カレー粉を加える。
　香りが出たらケチャップを加えてムラにならないようよく混ぜ、レーズンを入れる。
④温めたスープと塩を加えて上下をよく混ぜ、レーズンを入れる。
⑤ふたをして中火で炊き、蒸気が出たら弱火で15分
　火を止めて10分蒸らしてスナップエンドウをのせたらできあがり。

作り方

・�野菜の水分が多い時はスープの量を減らして調節してください。
・�中に入れる具材は、シーフード、ベーコン、しいたけ、ミックスベジタブルなど冷蔵庫
にあるもの何でも、仕上げにのせるのはパセリなど青味のものなら何でもOKです。

ポイント

カレーピラフ、KCCサラダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【くにびき（K）・キャベツ（C）・コールスロー（C）】

くにびき（K）・キャベツ（C）・コールスロー（C）サラダ（４人分）
・キャベツ……3分の1玉(400g)
・玉ねぎ………2分の1個(100g)
・ニンジン(中)…3分の1本(50g)
・塩………………………小さじ1

・砂糖……………大さじ2
・マヨネーズ……大さじ3
・酢………………大さじ3

①キャベツ、玉ねぎ、ニンジンをみじん切りにして、ポリ袋に入れ塩を加える。
　袋の上から手でよくもみ、塩をなじませる。
　袋の口をねじって冷蔵庫で20分置く。
②もう1度、袋の上から手でよくもんで野菜から出た水分を流し捨てる。
③ボウルに、砂糖、マヨネーズ、酢を入れて、水を切った野菜をすべて入れよく混ぜる。
　冷蔵庫で冷やしたらできあがり。

作り方

作ってみませんか？作ってみませんか？

①�野球観戦
②�ミスをしたチームが負
けるんじゃない、ミス
をカバーできなかった
チームが負けるんだ。
③�組合員の皆さまに
信頼していただける
ように、一生懸命
頑張ります。

松江西ブロック玉湯支店

大
おおいし
石　祐

ゆうすけ
輔

新規採用 中途採用 転　　籍 登　　用

①�ベース・ファッション・
野球観戦
②�一球入魂
③�組合員・利用者の皆さ
まの生活が少しでも豊
かになるようにお手伝
いをさせていただきたい
と思いますので、よろし
くお願いいたします。

松江東ブロック川津支店

渡
わたなべ
部　紘

こうへい
平

①�食べ歩き・食べるた
めの家庭菜園
②�良い継続は力なり
③�青果市場販売や青
果仲卸業などの経
験を活かして、皆さ
まのお役に立てるよ
う精一杯努めてまい
ります。

営農経済部園芸特産課

大
おおたに
谷　耕

こうへい
平

①�カラオケ
②�情けは人の為ならず
③�他県のJAより転籍
してまいりました。
組合員をはじめ地
域の方々のお役に
立てるよう努めて
まいります。

松江西ブロック宍道支店

田
た
中
なか
　久

く み こ
美子

①声楽・フルート
②ありがとう
③�組合員の皆さまの
お役に立てるよう
に頑張ります。よ
ろしくお願いいた
します。

松江北ブロック法吉支店

中
なかもと
本　等

なお
子
こ

(令和6年4月1日付)

　お米を消費拡大していくために、簡単に作れるカレーピラフと、くに
びきキャベツを使ったコールスロー（KCC）サラダ。ご家族皆さまに食
べていただける洋風レシピです。
　これから少しずつ暑くなってきますので、カレーのスパイスの力で元
気に乗り切りましょう！！

くにびき地区本部くにびき地区本部  職員紹介職員紹介
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①趣味･特技　②好きな言葉　③自己ＰＲ
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